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思
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、
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近
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入
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.
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入
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概
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・
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磁
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献
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近
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、
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よ
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あ
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.
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。
脱
り
て
も
好
い
・
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。
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鼻
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。
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が
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嫌
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齢
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が
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草
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れ
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述
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懸
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句
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岡
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・
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・
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岸
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催
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落
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、
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叫
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友
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・
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湾
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句
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句
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蜜
・

れ」
山
部
屋
も
雨
の
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錨
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商
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序
て
に
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の
友
令
訪
ひ

政
人
の
方
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案
山
子
は
向
い
た
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般

人

へ
款
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日
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車
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叫
ぞ
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引
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令
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十
字
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獲
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憾
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縄
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械
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反
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湯
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葉
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叱
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叱
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縦
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令
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仲
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菓
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叉
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菓
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て
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仰
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鉢
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♂
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茂
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岸
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岐
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底
先
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・
こ
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・
こ
見
合
，
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底
先
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輔
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す
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車
の
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は
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し

荷
這
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り
お
官
し
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先
を
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り
散
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し

入

力

車
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て

底

先

に

人
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?

底
先
℃
手
帳
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綿
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母
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淫

ひ

底

先
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刊

音
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入
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素
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底
先
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寒
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嵐
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屋

駄
菓
子
震
の
門
で
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守
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荷
這
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底
先
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先
へ
女
中
時
閉
そ
問
ひ
に
来
る

御
無
沙
汰
が
法
廃
先
を
遁
り
抜
け

評

判

の

其

後

線

を

応

に

見

?

底
先

ω棲
様
ふ
曾

へ

る

事

枝

出

.
底
先
M
M

狭
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先
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西
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仲
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叫
怖
の
姉
が
辱
ね
て
融
市

底

先

&

賑

や

か

に

す

る

女

客

佳

作

底

先

で

養

子

は

、将
子
振
を
見
ぜ

朝
風
呂
へ
院
先
か
ら
の
聾
ι
q
f

り

底
先
で
女
同
志
は
ひ
ま
を
要
れ

山人

底
先
俊
一行
I

運
送
屋

は

師

へ

り

仰
の
の
あ
る
庇
先
へ
傘
を
幽
け

越

ち
三
儲
り
た
の
か
庄
先
を
や
り
時
間
る

庇
先
を
覗
げ
は
帳
出
掛
か
ら
お
都
俄

底
先
で
電
壁
科
は
つ
〈
は
ほ
っ
て

事陵

竃剣
呑
坊

俊柳鳶松善眠凡東

六卒定坊坊人歩雨市

新助紫馬IlJ 二
拍
子

義
矢
満

竹松 d1j!

。

泉

出
先
へ
阻
那
錫
杖
で
は
せ
っ
て
来

底
先
の
火
鉢
客
ま
で
押
し

τ
行

き

庇

先

へ

朝

鮮

人

の

背

が

萌

し

届
先

ω柄
は
女
終
的
集
に
要
ら
守

化
的
先
へ
旦
那
は
趣
味
の
鉢
を
出
し

遁
h

り
温
て
か
ム
底
先
の
い

h

話

片
付
て
ゐ
る
底
先
へ
荷
が
屈
き

庇
先
へ
来
て
許
蟻
邪
魔
そ
す
る

暗
先
で
慎
む
州
議
に
茶
か
這
入
り

聾灯行

五

官

官

底
先
へ
徐
て
た
を
旦
那
徐
は
ぜ
る

押
討
の
も
う
底
先
で
儲
け
出
し

届
先
を
ち
ら
り
ミ
税
〈
長
橋
衿

若
日
那
底
先
へ
来
て
黛
が
目
安
り

友
使
ひ
庇
先
へ
来
て
覗
く
な
り

月

ν、

写S
，、、
底

先

位 聾 位
'/.;1、

結i
A、

也

人地

羨

呑
hm乍
r
h

底
先
L
1
見

る

税

旦

那

郎菩

天

位

応
先
ヘ
出
て
わ
が
底
を
考
へ

来日秀 東 吐 凡 睡 俊 助 美

劫哉 詰 喜 平 花 劫 六 き

義
矢
揃

波

郎

し
け
る

松

郎
百

石

吐
露
訪

琴

月

る

IlJ 

美



遁

加

底

先

に

少

し

慌

て

た

懐

手

金

庫

吉
川
唖
人
選

借
金
セ
し
て
ま
C
金
庫
据
へ
て
ゐ
ゐ

掛
取
り
へ
手
提
金
庫
の
り
ん
一
か
な
り

嫌
疑
者
は
金
庫
山
一
符
合
知
つ
に
人

あ
り
に
く
ひ
金
庫
ι今
朝
、
つ
へ
か
♂

今
日
入
れ
た
金
そ
も
ヲ
出
す
金
庫
グ

債
権
者
金
庫
の
空
ら
も
覗
か
さ
れ

あ
る
だ
け

ω金
金
人
わ
て
る
金
庫
♂

こ
れ
ぎ
り
・
三
親
究
金
庫
ぞ
め
け
じ
立
b

大
金
庫
記
け
一.
か
事
務
所

ω姿
な

り

焼
世

ω金
山
閉
そ
針
佳
三
日
た
も

曹

文

の

中

に

交

り

て

金

庫

底

新
聞
を
離
れ
て
金
雌
あ
け
て
や
り

銀
行
の
金
庫
凶
五
人
這
入
れ
そ
、
ョ

時
現
比
的
無
事
な
令
庫
へ
旗
か
た
ち

さ
も
向
も
先
よ
す
三
国
庫
小
り
さ

U

新
し
い
金
庫
が
目
立
つ
底
開
き

掛
取
の
耳
へ
令
庫
を
あ
け
る
音

古
城
山

創
呑
坊

村

u

祭

抑

巷
東
詳
鬼

乞
才
川
河
W
U
H

a
R
同

N
a
H

阿

久
薫

流
一

休

睡

花
一

柳

才

回

向

哉灯

紫秀琴百乾 志

坤南

本
金
庫
制
限
か
な
金
に
手
聞
が
・
ミ
れ

地
ド
室
の
金
庫
大
き
な
音
C

あ

き

金
庫
番
銚
へ
向
き
の
顔
に
出
来

石

目

ω醒
め
る
た
ん
び
に
税
く
金
庫
番

眼
に
三
ま
る
金
庫
h
T
楯

に

申

入

れ

退
屈
は
金
庫

ω方
へ

向

て

待

ち

底

仕

筆

求

練

が

蟻

る

大

金

庫

一
肢
の
金
庫
令
据
へ
る
本
品
目
目
請

是
し
き
の
底
に
金
庫
金
据
へ
て
居
り

係
も
亦
金
庫
へ
目
の
付
く
年
に
な
り

令
康
か
ら
予
悠
そ
買
ふ
館
を
出
し

開
取
の
犠
に
金
庫
は
据
へ
ら
れ
る

借
金
が
有
る
さ
も
見
ね
ぬ
命
庫
な
り

夜
底
か
ム
女
工
金
庫
t
佐
賀
ふ
て
来
る

余
庫
番
咳
を
す
る
の
に
四
角
張
り

景
品
に
呉
れ
る
は
手
提
金
庫
な
り

番

頭

が

合

庫

段

物

顔

に

あ

り

金
庫
じ
曾
鮎
の
泌
宿
し
ま
ひ
込
み

金
庫
国
民
成
告
挟
む
火
事
の
記
事

月

令
持
の
金
庫
女
闘
か
ら
見
え
ホ

焼
跡
の
金
庫
、
丁
稚
二
入
居
。

鳶三
拍
子

組
V吐

露
坊

紫岡新聞凡同二同
葉
亭

盗同同同不久駒 同

歩

前
無
心
に
手
銀
金
庫
か
に
く
h

見
え

焼

跡

ヘ

金

庫

泰

然

自

若

な

り

零

不
渡
り
・
こ
も
知
ら
・
?
'排
出
席
へ
大
事
グ

よ
く
見
え
る
所
へ
掘
へ
る
大
金
庫

洲

7

J
内
に
ワ
ニ
ト
あ
る
な
こ
思
っ
て
.

引

越

£

余

庫

一

番

後

に

さ

れ

A

ご
つ
し
り
・
こ
令
庫
や
据
♂
備
事
務
所

照
賞
で
貰
っ
た
金
庫
困
り
果
て

金
庫

ρ
ら
月
に
一
度
貰
ふ
な
り

子
供
に
も
飽
令
貯
め
よ
ミ
.ホ
ス
ト
形

金
庫

ω前
で

立

曾

ふ

刑

事

連

漸
く
に
金
庫
は
め
く
音
に
な
り

大
知
除
T
庫
は
邪
属
な
も
の
に
さ
れ

不
景
気
唱
し
金
庫
へ
煎
痴
も
云
「
見
る

噌
ね
る
の
か
減
る

ωか
金
庫
八
文
字

坊香卒泉組

遺
言
で
あ
り
る
金
庫
の
手
.
か
ふ
る
ね

千
二
千
金
庫
へ
行
儀
よ
〈
な
ら
ひ

曙
れ
て
た
や
ヲ
に
金
庫
の
後
か
ら

大
金
庫
銅
貨
が
あ
る
ご
思
は
れ

A
V

集人

金
庫
J
出
し
工
お
か
し
い
程
の
答
特

規
向
勝
命
庫
令
す
が
の
も
の
に
す
ゐ

同松

雨

同左

局

同利
糞
馬

同同わ
た
る

山

月

ち問主同
る路

同波間

郎

間隔同 其

市



金
庫
か
ら
つ
い
で
の
小
判
一
寸
見
せ

厚
司
着
て
ゐ
て
も
金
庫
を
二
つ
持
ち

天
腸
は
金
庫
の
裏
へ
灯
を
艶
し

金
主
か
ら
見
れ
ば
小
績
な
金
庫
な
り

月
給
は
令
庫
に
入
れ
る
程
も
な
し

ナ
フ

タ
リ
シ
金
庫
の
下
ヘ
蹄
け
こ
み

金
晦
ま
で
究
税
局
に
な
っ
て
や
り

金
庫
を
山
飢
え
る
に
且
部
民
か
ら
け

珍
ら
し
〈
金
庫
な
て
た
り
叩
い
わ
い
り

不
景
気
は
金
庫
の
知
っ
た
事
で
な
し

金
庫
か
ら
古
趨
女

ω
端

が

見

白

金
庫
カ
ら
何
令
出
す
の
か
首
を
人
れ

金
庫
〆
出
す
小
遣
ひ
は
一
ト

つ
か
み

鞄
屋
の
様
じ
は
金
庫
屋
の
積
め
官

金
庫
屋
に
家
で
も
つ
ぶ
し
さ
う
な
棒

給
仕
金
庫
へ

這
入
っ
て
終
ひ
さ
う

取
付
り
は
金
庫
の
知
っ
た
事
で
な
し

支
配
人
金
庫
の
方
へ
煙
を
吐
き

蟻
が
餌
令
曳
J
〈
や
う
に
金
庫
.か
来

遣
り
繰
り
を
見
J
AW
-庫
の
扉
は
締
り

大
金
庫
背
員
ひ
叱
言
の
云
ひ
た
い
眼

同義
矢
揃

同間際同助同同松岡同夜同同
'*-
.!Il 
子

悶岡l司同時同

物
堅
い
腰
に
金
庫
の
健
が
鳴
り

賀

信
用
を
ぜ
よ
三
金
庫
は
構
ね

τ
る

動
個
十
年
金
庫
の
艶
を
見

τ
暮

し

(
五
客
)
焼
鈍
る
金
庫
や
撮
子
宜
憶
し

こ
そ
泥
に
事
務
所
の
金
庫
大
き
過
ぎ

劃
定
の
ム
口
は
ぬ
金
庫
に
ア
夕
刊
μ
飛
ひ

秋
晴
h
T
金
庫
泊
か

る

小

間

使

ひ

出
納
謀
役
庫
は
俺

T
物

の

ゃ

う

人

憧
さ
ん
の
趣
味
が
金
庫

ω上
℃
咲
き

地

欠
勤

ω間
金

庫

の

健

三

来

る

J・，‘、

同同同新

坊

東
浮
鬼

瓦

箇

義
矢
揃

花
童
子

琴吐
高
坊

天

む
つ
‘
、
』
し
て
金
庫
大
き
く
開
り
に
立
ち
松

選

後

に

唖

入

金
庫
の
句
は
佳
句
の
多
か
っ
+
い
の
に
誠

ιう
れ

L

島日

か
つ
れ
.
ぃ
‘
旬
.hv

わ
る
さ
還
や
す
る
に
も
い
お
紙

，.= 
f丁

悼
刊
で
あ
り
ま
す
・
序
に
訟
は
今
回
家
事
の
都
合
上
川

年輔副
p
h

際
乙
て
誠
巳
残
念
で
あ
り
ま
す
が
過
去

柳
紙
同
人
を
mv
め
さ
乙
て
境
、
ざ
ま
L
れ
。
創
刊
一
回
附

少
年
聞
の
間
人
吉
乙
て
の
無
責
任
在
今
夏
深
〈
感

じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
護
者
さ
し
て
白
由

ι川
柳
作

言

ト
ド

L
ま
す
。

匂
い
れ
'し
ま
す
。
何
本
傍
奮
の
御
突
際
4
e
u
u
蹴
H
V

い

牡
燐
般

塚
崎
校
郎
選

月

牡
蝋
紺
φ
出
て
橋
の
名
も
蝿
へ
・
こ
き

牡
輔
船
砂
・
尻
向
り
に
乞
喰
坐
っ
て
る

牡
蝋
船
へ
素
人
で
な
い
歩
ぎ
や
、
ョ

僑

詰

ミ
だ
け
で
牡
嘱
鮒
手
紙
が
来

橋
が
あ
り
牡
嘱
船

ρ
あ

り

人

通

。

足

音

が
翻
〈
社
臓
船
揺
る
さ
d

出
し

牡
蝋
船
へ
橋
の
佳
品
計
来
も
一皮

τく
る

牡
瞬
船
を
出
て
満
潮
の
岸
そ
見
る

牡
蝋
船
へ
丁
稚
初
め
て
伴
れ
ら
れ
る

牡
蝋
舶
の
灯
を
水
に
見
る
橋

の

上

牡
蝋
紺
へ
渡
る
足
元
危
な
か
り

牡
蝋
船
へ
か
ら
/
¥
〈
ご
聾
者
来
る

良[l

牡
蹴
船
へ
停
を
作
れ
て
港
付
り

A
V

社
蝋
船
で
殺
風
景
な
舶
を
見
る

牡
蝋
船
へ
も
う
冬
の
日
は
暮
か

h
o

打
出
し
に
牡
蝋
船
二
度
の
答
が
・
仮
み

竹

幾
創
谷
訪

し
け
る

同同乾 同 庚 同 十

路洲貨坤

久

箇柴

其同松

l
 

e
R

ト・
、
F
F

義
矢
揃



牡
蝋
船
℃
大
分
風
山
町
出
ナ
々
知
h
り

塩
町
へ
牡
蝋
船
か
ら
の
電
話
な
り

牡
蝋
舶
の
水
に
映
っ
て
景
に
な
り

牡
崎
船
や
出
て
か
ら
冴
る
下
駄
の
昔

牡
蝋
船
で
待
つ
問
向
ひ
の
船
を
見
る

4

牡
臓
の
揺
れ
f
t

ゐ
事
t
q
女

将

知

り

牡
職
船

ω寂
視
が
模
り
で
臼
い
-
M
-
こ

牡
川崎
船
り
煙
柳
化
銭
り

τ
行
at

牡

嘱

船

へ

泌
付
い
て
聞
く
果
太
銭

水
上
署
牡
輔

船

eq
見

て

遁

h
り

牡

蝋

船

へ
来

て

礎
〈
川
蒸
気

牡
蝋
船
ル
出
て
摺
れ
遺
ふ
寒
念
傍

牡
嘱
舶
の
前
に
い
つ
も
の
夕
刊
屋

牡
峨
船
令
閉
り
ゐ
さ
健
脳
丸
が
見
b

牡
蝋
船
に
揺
れ
て
取
引
一
つ
出
来

灯
Y
Z
水
を
見
つ
け
て
牡
蝋
を
食
ひ

佳

勾

牡
輔
船
へ
工
事
の
砂
が
ち
ミ
ニ
帰
れ

牡
蝋
舶
の
仲
居
溶
れ
め
や
フ
仁
酌
ぎ

針
艦
船
そ
出
て
橋
の
上
』
寸
見
る

港

着

い

て

呑

U
牡
嘱
紺
に
水
の
音

吾妻手吐秀

義龍
同 i皮寸わ

た
る

時
雨
郎

同馬鳶助同東岡
洋
鬼

同 1.
け
る

秀其

月

牡
蝋
船
か
動
い
て
は
し
い
程
に
酔
ひ

吐
輯
船
や
ょ
っ
隠
さ
呑
ん
巨
額
で
出
る

川
に
居
ゐ
ま
h

で
牡
蝋
舶
修
繕
さ

2

牡
輔
紺
へ
鯨
つ
程
殺
か
さ
れ
て
く
る

人

牡
蝋
船
へ
女
房
三
来
る
も
久
し
振
り

地

夏
け
て
ゆ
〈
中
に
牡
嘱
舶
た
け
残

hv

石ftlS 馬..，. ..... 
'11 ，、、

議牡水
蝋上

船船 4訟
に O} し、
7 箇軸つ天

7立主
は 一 号
肩 牡つ 占主
や 瞬
脆 ic を

犯 逮 食

5れひ

行

牡
瞬
般

牡
艦
船

ω独
い
張
所

見

て

湿

り

牡
輔
舶
の
師
り
は
橋
の
名
も
az
へ

牡
瞬
舶
は
立
っ
た
拍
子
に
騒
が
れ
る

祉
蝋
紺
そ
齢
つ
模
倣
ん
だ
顔
で
出
る

牡
輔
舶
も
行
り
ば
恵

t
は

な

い

所

聞
の
き
っ
た
倹
牲
鵬
舶
は
夏
"
で
行
品
川』

被

郎
吐
探
幼

わ
た
る

東
洋
鬼

刃J乾馬

神
崎
一
閑
子
選

古主笛

助竹

築

制
呑
坊

吐
露
坊

元

山

紫

hu 
l
 

叫引
航
船
へ
二
市川
命H
h

しい
r
元
気
℃
来

牡
蝋
舶
じ
打
ち
明
け
ら
れ
た
涙
々
り

日
.様
り
也
話
牡
蝋
船
か
ら
か

h
o

牡
蝋
船
を
出
る
・
ミ
川
か
ら
寒
い
風

牡
蝋
舶
は
今
日
大
樹

の

高

さ

也

牡
蝋
船
の
附
♂
ボ

t
ト
や
同
九
て
話
し

計
一
瞬
舶
の
助
定
は
幹
事
別
仁
割
。

氷

上

暑い
抑
〈
牡
蝋
船
そ
見
て
遇
。

肝
臓
船
で
ゅ
ん
ら
の
ゆ
ら
の
待

5
2

灯
が
入
っ
て
か
ら

ω牡
蝋
舶
景
に

T

足
品
目
の
鯛
く
牡
蝋
般

信

ぎ

出

し

牡
蝋
船
に
a
h

う
冬
の
臼
M
M
暮
か
』
り

肝
臓
船
へ
ょ
っ
陪
品」
歩
か
さ
れ
て
来
る

ぷ
っ
つ
か
る
犠
な
牡
蝋
船
一
一
音
t
q
聞
き

牡
削
船

ω叩も
お
そ
母
が
不
思
議
が
り

牡
蝋
船
の
柱
ゆ
す
っ
て
見
交
〈
な
り

牡
蹴
鮒

ω灯
に
大
坂
令
な
つ
か
し
み

牡
輔
船
を
出
る
ミ
冷
た
い
川
の
風

肝
臓
船
切
あ
ん
な
ご
-
F
6
水
を
出
し

牡
蝋
船
へ

云
ひ
た

ド
事
を
持
つτ
来
る

ぬ
め
~
ん
か
い
2
牡
蝋
'T
喰
ひ
乍
ら

市川
v

a
y
b
 

行
....... 
ノ、灯

成十琴

賀路 月

久

禦

其

市

秀

哉

'阿し乾一東松 一 百 経 時
~} ~ 
ゐ坤休鬼雨 j;1'1石 泉 H[i久

新

幼

寸

司王馬

丸馬

行

同



人

牡
蝋
船
で
年
槍
に
さ
れ
て
然
、
い
晩

義
矢
満

讃
擦
物
件

(
釧
附
議
)

大
阪

西

村

，， l
 

l
 
月

め

υ
，、
〈
mh"

で
蜘
M

勧

.

、

.

必

ぬ
ん

戎
ゐ
日
ハ
判
官
に
出
ゆ
り
や
、3
・三川町山ふ

τ夕
飯
を

干

す

・

号、.フ4Z
U
ヨ
t
uv

傘
ヘ

U

・5

平
く
碑
ま
し
・
一
寸
鏡
聾
の
前
の
人
三
な
り
・

u
a
u
h
v
み
そ
り

=

豹

''d〈
が

悼

を

--S

砥
石
で
剃
刀
ル'
研
ぎ
若
作
り
に
顔
h
z

航
る
所
へ

-3
6
ゎ、.P

包
峰
・

ゎ
'

z

-'

ι

T

H

W

2

・

ム岡
武
口
か
ら
お
隣
の
若
い
方
の
伯
母
さ
ん
が
見

τ

念
で
ご

』
『
エ
ラ
イ
お
め
か
し
で
ん
な
ニ
キ
ピ
迄
取
ろ

必
も

B

仲悼し

さ
忠
ふ
て
』
さ
ひ
や
か
さ
れ
る
。
間
も
な
く
端

a
-2
e
.，

、
・3
、
句
通

2

れ
ム
ち

g

s・3

め
劫
ヘ
出
掛
り

τ着
席
す
る
三
御
建
中
め
-
同

u

g

z

e

は

u

a

・

が
エ
ラ
4
人
ば
か
り
に
見

ωて
旺
か
し
く
思
ひ

3
7

J
K

し

vao
、

公
も
L

‘。，
u
a
u
R
針。

ま
し
た
。
一
同
の
刀
は
色
々
の
而
白
川
1

話
令
互

に
t
て
は
黙
は
せ
て
ゐ
主
し
た
が
・
配
釘
は
タ

nv
，
 

•• 

ヅ
タ
一
人
ぶ
ツ
チ
で
・ン
ヨ
ン
ポ
リ
乏
し
て
ゐ
ま

し
た
。
郎
、コ
九
引
の
限
配
劇
配
の
ピ
ラ
が
町

，

、

，

、

《

u

s

e

a

s

Oん
b

v

s
〈
，、

て
五
伺
三
句
芝
山
対
句
鹿
島
官
一
生
懸
命
に
作
句
し

陪

む

こ

吉

宮

、

，

，

、

て
出
し
念
し
た
が
蝕
識
の
時
に
な
っ

τプ
伺
も

h

M

U

必

A

・
3

S

A

-

-

』前

按

υ占

v
自
分
で
巧
い
三
思
っ
て
も
此
で
は
ア
カ

地

内
笛
で
ム
鳴
っ
て
牡
輔
姑
動
含
さ
・
フ

局

υ
，
、
わ
ん
ら
ヲ
，

e
g
ぉ

rvせ
毒
に
U
V

で

ン
ミ
悲
観
中
H
A
佐

一
一
肌
席
回
一か
出
ま
し
に
の
で

・・
お
』

n

f

z
・3

よ

an
S

3
ゼ

Am

叉
之
に
五
伺
L
T
投
じ
ま
し
た
。
今
度
は
互
選
℃

C

R

Q

こ
れ

S
Vゆ
っ
u

，A
F

ヲ
iu

一
伺
丈
け
抜
り
ま
し
に
。
J

ぷ
で
来
月
分
の
恥
誌

-pthド
ぴ

位

の

多

色

、

eλ

，、向い

に
山
中
鍔
.
か
あ
ら
三
燦
し
み
の
中
に
散
命H
さ
れ
ま

そ

a，、

h，b
c

b

A

-

e

s

'

合
り

'bH町

し
た
。
其
の
臨
り
劃
白
分
よ
ね
先
へ
二
人
の
来

eわ
い

t
a
T
a
e
る

豚

包

lv

・‘，

曾
者
か
歩
い
て
ゐ
ま
す
そ
の
智
L
q
途
切
れ

/
X

省

し

ん

急

ド

.，
‘

に
聞
M
V
ば
『
ア
ノ
:
:
新
米
の
中
は
:
:
:
あ
ほ

‘u

・
E

・A

こ
さ

P
H

し
い
な
ア

-f・
・
』
さ
聞
に
自
分
の
事
告
云
ふ

ロ

宮

こ

さ

t

'

て
ゐ
ゐ
の
か
そ
れ
さ
も
人
の
事
か
知
ら
ん
ヱ
気

色

V
ょ
，

、
τ
hvり
az
eレ・
4

つ

が
採
め
る
の
で
あ
っ
た
ω

愈
々
停
留

M
~
着
い

S
た

わ

z
・

で

A
し
@
・
な
か
J
1
4

・

た
が
叉
T

ン
が
悪
い
.
電
車
は
仲
々
-
来
品
V
来
た
三

省

‘

念

ん
白

ん

あ

さ

胞

が

思
ふ
.
、
満
員
で
す
後
へ
願
ひ
ま
ア
す
チ
シ
/
、

む
旬
、

E
T
S
ゐ

ヲ

智

さ
尻
喰
ら
へ
同
音
で
エ
ラ
4
ほ
こ
り
‘
-
次
の
は

・・・
3
.

、

“

，

今

回

曹

ζ
信
号
し

'

3

6

行
先
炉
建
ふ
し
・
次
の
は
故
障
車
記
し
更
に
十

b
'
A
u
-FF

・-
a

‘

分
間
特
待
た
さ
れ
ヨ
ク
ノ
¥
の
思
ひ
で
采
込
ん
で

し

ヤ

モ

多

で

虚

偽

-
E
S
M
W
V

LO

U
U
A
a

車
窓
か
ら
怪
気
回
同
計
々
足
れ
ば
十
一
時
牢
ハ
夜
)

'

s

u

u

v

e

-

m

a

の

を
渇
ぎ
て
ゐ
ゐ
0

・大
念
ぎ
の
気
味
で
乗
ツ
ミ
ゐ

.

‘

.

，

，

、

.

を

そ

の

‘

，、
t
・，

thrり--，
.ua

も
の
』
仰
と
還
ひ
・
が
其
・
3
ち
目
的
の
停
留
所

t耳

夫

行

牡
蝋
船
が
動
い
て
欲
し
い
程
に
酔
ひ

a~ 

~ 

っ

す
令
し

a
T
τ
'
'
h
u
v
s
E

U
づ

z
u
a

ヘ
者
ぎ
か
‘
h

り
直
車
象
肇
か
ら
蛸
や
外
し
一地
降

昼、
副生
'uv

れ

そ

咽

g
u
-
-，
..
 

‘，宮
古
事

す

主

h

り
た
が
箕
舗
の
墳
が
袖
に
引
掛
h

り
肩
先
か
ら
少

-Fお
凶

V

む

ほ
u
aT

，

去

の

・

・

・

-aa

L
綻
び
て
下
駄
も
花
緒
が
千
切
れ
た
が
其
儀
太

U
V

ぞ

か
へ

勺

芝

M
F
h
v
t
hy--
ζ
《

念
日
設
で
腕
り
着
い
た
が
時
計
は
大
涯
刻
の
十
二

昨
砂
駅
く
献
じ
た
の
で
あ
ヴ
に
。
松
田
訟
は
即
吋

鮎

H

A

a
そ

こ
ヨ

そ

官

n'vゐ

こ
a

z

-

-

τ

間
の
遅
い
事
、
袖
が
結
び
て
ゐ
事
・
雅
蹴
の
手

“u
z'

庖も也

り・
3
0
・'

紙
の
扶
に
あ
っ
た
こ
三
、
?
』
れ
は
柳
友
か
ら

ぜ
ん
り
・3

，、
E

τ

含

る

は

し

ぼ

23

あ
め
怠
畠
ん
ぜ
ん

川
柳
に
院
し
て
の
手
紙
)
端
ψ
坊
が
有
馬
温
泉

、

れ

、，

h'
'

な

E

ζ

さ

砂

に

こ

ぎ

地

ω
料
母
屋
の
名
に
似
て
る
事
.
下
駄

ω事
念

4

U

V

ぜ
-3

こ

宮

、

b

ω

で
は
知

'り
ぬ
ら
し
い
が
以
上
の
事
を
著
切
な
た

0
.
、，.官官

aE
・E
-
u，つ
"
A

bb-3
し
ゅ

、
み
な
・
か
ら
有
刀
な
読
嫁
物
件
で
も
抑
取
し
に

-g

じ

必

an

ら
い

o，
苛

ん

り
・2
y
っ
し

か
の
飢
〈
な
の
で
白
分
は
来
月
に
川
柳
雑
誌
を

a

t

ζ

君
、
A
u

・つ

見
た
ら
一
句
あ
る
事
h
v-
陳
述
し
た
が
な
か
/
、

'au-

JF、
.
p

・

哩
.、
ち

a
r
f、

そ
れ
位
の
院
僻
で
は
承
知
し
て
〈
れ
Ar
・
盆
々

ん

す

が

同

悼

む

令

'

官

民

ち

づ

And-

『
赤
い
顔
背
筋
立
て
た
地
闘

ω
ゃ
う
』
じ
右
の

‘
.，
.M
ぷ
っ

つ
き
つ
り

あ
り
さ
a
z
h
a
u

能
嫁
物
々
突
付
ゐ
有
桜
に
は
大
へ
こ
に
れ
で
し

大。



厚 出 学 Il~ 謹 お

1~ 
来

歳 fi 賀 れ

fニ 中 新 も 新
制: の の の 年 ま

十 で 洋 。顔 ま 1: 
や i} あ 生

東 年
行

~ fこ "iJ: 彼 き

ら あ 開 奴 { 、 )j~ 
頑 雑

お.e.前、 ち ，、、 出
A zz 

ら
ひ も ゐ 江主

至 よ z、z 日ふ1 
凶 で つ し 、}、

上 〆4、~:

人 (エ 〈 て fド

主 り 置 賀
IIJ 

ー也 義 出 け )IX 

槻

あ チ ':J fョ 人 一 も 空 お

3‘ ヤ つ lま 向 形 故 フ 栂
隣 お

フ ツ じ ひ も 私 ，、、

れ フ. ;き も つ 逃 そ
，、、

~ 警
し リ

、』
。〉 蚊 れ け れ あ 日

や ，‘ ， .止 石 賢官 て て で 1;' も 者市h
つ の ま t.e 線 .}.; ・ 行 も o 蕗

lま や
O 司，

兄 香 風 電 て
吹 戸 き

'J フ
手iI

σ) 呂 の 話 鶏

五

da・a、 l主 さ 火 ，、、 .、』、・ カ、 1;' 
貸

な 幸容
吋.>コ. 

ん が ゆ
~， 

り こ乞 し jJf ま
』 。、

じ 頭
密

〈 人， fこ 田λ 子 工
-t: ~ 手守

ん 、ー、 ナこ ") 

の ん さ 寸-:. え
決 .c 。〉

fこ あ 義
ι?ム ゆ

1)' 十代子 ひ ま ii' る め す よ ひ

き子



画
---------------------e
・・・・・・・・・・・・・・
2

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2

・・・・・・・・・・曲

h-utcr
司
J'

益
事
堺
市
犬
演
潮
湯

E
川

，

g

，nE
4
E
E

家
族
浪
泉
機
上
貴
賓
室

国・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・::::::::・・・・包・・・・・・・・・・・・固

A
a
，V
でんしゃい旬害健凶
V
A
S
Z
の
ヨ
し
午
、
、
，H
ん

・白E
L

a
信
邑

S
し

VMゆ
a，.，

e
〈aaA句
A
ろ・3
ぜヨ
-
e
U
ん
ι
っ

・
』
〈
也
A
L
a
v

南
海
電
車
池
津
-
除
治
郎
氏
の
後
援
で
堺
市
大
沼
潮
湯
家
族
晶
泉
祖
上
賞
省
室
な
特
に
本
枇
の
に

'ur他
3

3

L

旬
4

・

か

3

2

k

信
号
包
a
h

，、，、
品引

じ

M

凶av

‘mw

め
に
開
放
さ
れ
師
走
二
十
日
午
後
一
時
か
ら
忘
年
初
曾
ぞ
い
た
し
ま
し
た
。
潮
湯
に
ひ
た
る
者

.. ，雪、‘，

0
・

白

骨

E

r

つ

ゼ

A

、、.先んゼ・
3

e

'
レ
‘
E

，、
2

〈''こ〈

t
M
砂川砂、・
z
じ

少
清
歌
制
令
観
uv
行
来
ゐ
も
の
脆
観
的
な
談
笑
程
じ
開
曾
し
伺
作
歓
刻
や
が
て
前
科
々
交
了
、

午
後
九
時
す
ぎ
散
曾
L
ま
し
た
内
ハ
二
柳
子
)

路
郎
、
渓
花
崎
明
、

L
げ
晶
、
一
醇
・
か
ほ
る
・
不
越
・
一
路
、
眠
盤
、
波
郎
、
双
柳
、
刀
三
、
島
行
・

松
郎
、
一
聾
・
芦
穂
・
幾
層
・
薦
柳
・
一
棚
、
二
柳
子

会

闇

路

郎

選

会

園

地

女

の

蓮

が

敬

し

く

な

り

一

酔

園

丁

は

哀

生

の

人

へ

話

し

か

け

淑

郎

会

開

ぞ

依

り

る

姿

も

十

二

月

一

柳

薬

瓶

会

固

ま

わ

る

程

に

な

り

悟

郎

少

女

漢

花

坊

選

歌
劇
志
願
お
嫁
に
な
ん
か
行
か
な
い
気
路
郎

大
股

ω優
に
少
女
怯
下
駄
を
ぬ
ぎ
か
ほ
る

孝
行
・
三
五
ふ
が
心
女
仁
解
り
か
け
馬
行

親
切
へ
少
女
は
い
や
さ
云
っ
た
だ
り
松
郎

無
遺
作
巳
少
女
シ
ョ
ー
ル
ミ
巻
い
て
ゐ
る
芦
穂

夜
十
三
へ
少
女
づ
れ
.
か
入
っ
て
来
二
柳
子

間
柄
い
事
を
少
女
は
し
て
み
せ
る
一
一
一

縄
飛
び
に
飽
き
に
少
女

ω唄
に

な

り

郎

い
さ
か
ひ
の
♂
の
淋
し
ち
公
嗣
に
来
る

会
聞
の
書
.な
り
パ
イ
プ
ル
の
光
り

公
園
へ
来
て
も
代
敏
解
り
ぬ
也

会
国

ω
ペ
ン
チ
を
汚
な
が
る
晴
着

会
閣
で
乱
母
三
乳
母
ミ
の
畏
話

会
閣
で
よ
〈
逢
ふ
女
タ
イ
ピ
ス
ト

よ
い
智
恵
も
な
〈
会
閣
で
夜
三
な
り

会
固
に
見
合
の
橋
三
い
ふ
が
で
き

会
国
h
T

肢
に
見
て
ゆ
〈
金
情
け

会

固

で

噴

水

-

つ

冬

が

れ

る

夜
る

ω公
園
へ
短
気
セ
捨
て
に
行
き

会
閣
で
強
め
背
延
び
を
見
て
艮
h
り

万双松 警 馬 巣 同 駒同芦同同

柳 fts;J;奇行居 穂人

被刀

三
大

は
づ
か
し
・
2
少
女
扶
持
し
て
闘
。

誘
拐
を
さ
れ
た
少
女
の
寝
昆
が
出

A
1
習
ろ
た
唄
や
唄
っ
て
ゐ
る
少
女

少
女
の
哀
れ
み
こ
ん
な
事
に
泣
き

慰
問
品
知
ら
ぬ
少
女
を
照
し
が
り

(
五
)
笑
っ
て
る
話
少
女
は
手
を
重
ね

一
仙
寺
の
選
手
さ
少
女
映
さ
れ
る

不
良
少
女
親
爺
が
い
つ
も
可
愛
が
り

少
女
ま
た
牧
師
へ
一
寸
あ
ま
へ
て
見

い
為
日
和
少
女
篤
疏
の
睡
に
さ
れ

(
人
)
少
女
載

ω
壁
へ

2
2癖
か
っ
き

(
地
)
蛾
層
以
ち
さ
か
っ
ば
つ
に
同
少
女

(
天
〉
英
ネ
ル
h
q
着
J
少
女
的背
が
高
し

(
軸
)
お
師
匠
の
顔
色
ば
♂
見
る
少
女

炭

f長

可.

掛
取
し
T

し

ば

ら

く

待

す

炭

俵

帰
依
だ
り
じ
は
っ
き
匂
霜
か
見

b

色
合
冬
の
日
射
ん
殻
俵
を
は
な
れ

炭
俵
記
り
の
ほ
・
-
旬
に
あ
ら
守
し
て

あ
か
き
れ
山
手
で
ジ
さ
/
¥
三
山
灰
俵

然
俵
小
U
M
に
な
ら
三
慌
に
さ
れ

不

組

双

柳

し
け
る

一

酔

眠

健

局

行

松

郎

し芦鍵
け
る穂居

議刀松路

坊三郎郎
選

松岡車

穂郎

同か
は
る
‘

同



女
中
の
留
守
一な
品
川
俵
ま
で
来
る

決
後
落
す
・
手
妙
な
形
に
な
り

出

世

し

・

れ

い

家

米

俵

提

俵

妾

宅

の

裏

手

へ

細

い

炭

依

然
雑
作
に
一片

づ

け

ら

れ

た

炭

俵

雨
傘
を
ミ
り
に
炭
俵
に
摺
れ
る

判
的
俵
あ
け
る
に
陣
不
閉
め
に
来
る

炭

俵
休
ん
に
さ
こ
が
知
れ
る
な
り

炭
俵
か
つ
ぐ
た
ん
ひ
に
顔
よ
ご
れ

パ
ン
パ
入
れ
ミ
Lτ

炭
俵
・
こ
っ
て
置
、ロ

炭
俵
置
場
ぞ
か
へ
て
手
が
汚
れ

春

場

所

へ

高

々

積

ん

た

炭

俵

炭
俵
の
ま
h

使

っ

て

る

新

耐

砂

川以
俵
一
拭
た
り
の
暖
た

か

さ

炭
俵
あ
る
限
?
-
の
暗
い
司
』
曹
三

商

.... 
PU  

考争

向
Mm
券
め
い
さ
に
他
府
さ
ま
ち
が
J

古
ら
し
く
見
へ
る
稲
僻
健
の

御
主
人
の
留
守
へ
切
手
が
届
ひ
て
る

切

手

切
手
だ
け
賀
ひ
に
白
木
の
客
三
な
り

商
品
稼
盆
に
貰
つ

た

ま

h

残
り

刀同披同一一馬ニ横 路
柳夜

酔路行子坊郎超

一

援

し
け
る

眠

録

双

柳

不

Ii 

漣
か
ほ
HU

同刀同眠

良日

商
品
券

'
h
?，
』
し
た
す
ミ
曲
慨
が
賀
へ

品川
臼聞
記
骨
残
り
お
茶
菓
子
買
当
て
来
る

黛
が
利
い
れ
株
に
商
品
券
そ
呉
れ

商
品
券
身
分
に
過
ぎ
た
も
の
ぞ
か
ひ

お
僻
俄
か
ら
少
し
は
な
れ
た
商
品
稼

商
品
勿
だ
り
の
お
容
で
早
い
事

正
札
に
商
品
券
が
ち
ミ
足
ら
守

心
間
使
切

T
そ
も
っ
て
あ
さ
に
つ
き

三
割
へ
つ
れ
ら
れ
て
ゆ
く
商
品
祭

あ
ん
ま
り
に
商
品
勿
は
見
へ
す
い
て

入

機

へ

て

商

品

券

は

叉

贈

り

き
な
い
-
J
し
や
は
る
や
ろ
の
商
品
努

南

梅

線

互

車
中
か

4
9住
吉
一

寸

拝

ま

れ

る

胞
捕
で
、
三
』
で
失
敬
す
る
ミ
い
ひ

萩

ω茶
犀
看
肱
ば
か
の
見
せ
ら
れ
る

互
に
り
の
も

ωに
渚
4

守
さ
れ
て
ゐ
る

大
渚
で
大
寺
餅
を
附

い

て

ゐ
る

泳
い
で
る
制
令
み
ゐ
の
も
堺
な
り

難
波
瞬
は
や
活
動
の
気
分
が
し

~ 

an・3
難
波
え
分
酔
は
刷
用
、め
か

!I， 

り

同扱芦馬松路同

円
h
H

向
同行程

円
U
H

A
H
M例

一

聾

薫

柳
双

柳

と
け
る

選
路

郎

同要
坊

同JJ 同-同同

十
二
局
四
日
夜
第
三
文
部
主
催
の
下
に
大
阪
市
商

霞
築
港
市
電
託
児
所
檀
上
で
本
敵
同
人
高
見
柳
骨

氏
の
途
別
句
曾
た
飽
乙
左
の
諸
氏
の
出
席
が
あ
り

ま
乙
れ

0
2
・寄託》

跨
郎
血

ma.
渓
花
坊
、
災
豆
.
書
欄
櫨
脚
.
蚊
十
‘
悠

骨
・
首
向
島
.
双
柳
・
多
門
.
山

n.
数
民
、
わ
れ

る
・
か
ほ
る
.
千
代
二
、
島
行
、
輝

g
.
回開骨
-v

松
郎
‘
由
鼻
息
・
柳
子
、
二
軍

謹

別

蹄

路

A
-
A
へ
六
部
が
降
り
る
・
ヲ
ら
か
さ

王
手
か
ら
お
供
も
脱
砂
掛
け
ら
れ
る

淋
樹
舶
の
漣
れ
が
金
熊
寺
の
噂

ニ
h

ま
じ
が
大
阪
に
な
る
大
和
川

た
っ
た
五
分
間
で
去
ね
ノ
天
「
茶
屋

仇
浪

ω高
間

ω滋
へ

醇

が

出

家

萩
の
茶
屋
サ
ラ

0
!
?
ン
ジ
束
、
‘
待
ら

分
産
そ
し
て
か
ら
遁
ふ
此
枚
目
付
茶
田
原

海
寺

ω重
役
一
し
だ
来
る

立

時

分

萩
的
茶
屋
七
=
一
か
降
り
ま
け
が
険
。

食
堂
車
早
渚
寺
も
佐
野
も
す
ぎ

員日

入
管
法
別
句
舎

酔

1;. 

松

.fts 

同戸

穂

し
け
る

γ

岡京波馬同

路行郎緋聾

ls 

選



白
馬
に
合
ふ
た
同
士
山
別
れ
を
飲
み
な
ほ
し

決
別
の
師
。
馴
み
に
合
っ
て
来
る

迭
別
ミ
知
ら
4
7
仲
居
は
桐
そ
つ
ぎ

多

飯

の

キ

で

選

別

笑

は

せ

る

山

(
軸
)
ま
ざ
/
¥
三
見
る
選
別
ρ

苦
笑
υ

路

日「
L
P一♂
な
や
み
そ
も
っ
て
見
治
J

同

丹

前

漢

花

幼

濯

丹
前
で
来
て
辻
占
。
佐
賀
は
さ
れ
る
路
郎

す

り

硝

子

丹

前

の

影

髭

の

か

け

同

丹
前
の
猪
口
は
ち
つ
こ
う
見
え
る
汗
同

丹
前
が
身
に
添
ふ
程
に
宿
に
な
れ

居
つ
づ
り
に
丹
前
を
ぬ
ぐ
事
が
出
来

脊
競
べ
も
し
に
の
児
謹
の
待
つ
時
間

首
巻
々
、ニ
円
て
更
迭
り
酔
儀
や
す
る

選
別
仁
赤

い
一け
が
ら
も
ま
じ
っ
て
府

濁
ω
f
-
Y
Y
E
り
話
ぷ
い
の
も
一
父
り

男
途
り
仁
村公
一
肢
も
父
る
お
茶
Mm
ω
イ

迭
別
に
上
U
ん

-
e

、・1
ん
す
き
で
以
み

迭
別
主
主口
つ
で
も
お
れ
さ
お
前
だ
り

謹
別
曾
主
賓
が
立
っ
て
ち
さ
滋
め
の

見
送
っ
て
〈
れ
る
母
親
ふ
り
て
見
へ

同 i笑

芸
多l

 
l
 

-H
 

t
z
Z
1
 

Y
は
ゐ

爽

豆

馬双{~ .'"、薫 蚊I司 tJ、
lま
る 主幸

丹
前
で
山
て
お
見
舞
ぞ
受
り
て
居
る

丹
前
山
肱
ぞ
付
い
て
る
箱
火
山
鉢

丹
前
や
著
て
日
さ
ん
の
ヒ
グ
.
か
邪
陪

丹
前
か
ま
ゐ
く
お
さ
ま
ゐ
長
火
鉢

同爽同輝

P可骨

丹
前
に
お
峨

ω部
日住
の
朕

事

松

柳行

丹
前
で
這
人
る
じ
狭
ま
い
電
話
室

丹
前
の
袖
か
ら
風
M
U
め
五
錨
滋
も

丹
前

ωま
注
目
曜
の
灯
が
さ
も
り

同 同{~ 
4 1，;j，~ 同 放

々

細
長
い
顔
℃
丹
前
つ
り
合

は

十

ワ
4
シ
ャ
ツ
の
上
に
丹
前
着
せ

t
J

丹
前
t
q
着
せ
ら
れ
て

Y
脱
ぐ
ズ
ボ
ン

う
に
寺
田
市
に
丹
前
幌
〈
着
せ
ら
れ
る

丹
仰
の
首
は
引
込
め
さ
う
に
見

b

丹
前
が
法
被
の
仕
事
見

τ
歩

き

丹
前

eeき
る
さ
小
さ
く
nx
ふ

る

尖

蚊

丹
前
に
ふ
ご
日
仏T
つ

け

ろ

若

旦

那

薫

流

青

年

柳

骨

選

青

年

の

女

車

掌

に

一

寸

惚

れ

路

郎

東
京
へ
東
京
へ
青
年
も
い
つ
か
過
ぎ
同

尖

親

の

代

理

青

年

ま

せ

て

ゐ

る

同

火
事
場
か
ら
国
間
る
青
年
園
へ
零
援
花
劫

流十

一 央

良11月

馬山

八

零

息
子
ま
た
青
年
曾
の
こ
さ
で
出
ゐ

本
堂
を
借
り
た
青
年
舎
の
掠
め

青

午

信

闘
立
志
仰
ヰ
こ
そ
讃
み

青
年
隠
?
ル
キ
@
パ
ン
に
す
る
-
こ
い
ふ

遼

遠

の

的

へ

青

年

苦

感

1
る

仕
合
せ

ω青
年
内拘
，.
育

っ

て

乙

閥
み
出
L
ふ
に

ら

2
ご
八

ω出
前
持

青

年

の

盛

り
h
q
慰
が
ぬ
り
つ
ぶ
し

青
年
.
、
」
云
ふ
臨
し
さ
を
パ

l
ω

陥

青
年
の
女
嫌
ひ
そ
下
駄
に
見
ur，

J

ア
カ
ン
シ
ョ
山群
ι
ゆ
る
ゆ
る
悦
腕
旗

豆自日々馬行聾風

青

年

の

今

日

叉

見

せ

る

力

溜

御

陵

遁

青

年

園

の

道

普

訪

肩
上
け
や
下
し
て
青
呼
曾
に
入
h
り

青
年
の
腕
が
突
っ
張
る
入
江
た
れ

天

才

兇

親

を

裏

切

る

青

年

間

十月

年

末

年

末

に

蹴

ω痛
い
事
聞
か
さ
れ
る

年
末
に
今
日
も
聴
か
ら
母
の
段

ク
ヰ
ン
ド

l
へ
年
末
三
五
ふ
顔
か
寄
り

洗
ひ
障
の
雫
が
掛
カ
る
年
の
暮
れ

同同多

聞

間同

ヨ事

同馬岡爽同

旦
.0::・rr 

史

風

tJ、
ほ

柳聾ゐ

互

干高悠双
選

々犀

か
ほ
る

同同同



年
末
は
均
一
さ
云
ふ
下
駄
か
穏
れ

年
末
の
心
に
な
っ

τ
仕

立

も

の

年

末

の

仕

事

畳

へ

蹴

蹟

っ

き

下
駄

ω音
高
ふ
師
走
の
A
1
U
も
暮
れ

縫
物
も
臼
切
り
札
守
さ
れ
た
忙
か
し
さ

年
末
の
飾
り
の
中
ゆ
伊
勢
寓
箱

年
末
に
崎
山
可
寒
い
・
三
こ
で
建
ひ

年
末
.
、
-
年
始
.
、
』
か
ね
た
御
あ
い
さ
つ

年
末
に
丁
稚
忙
し
い
だ
り
の
恵

花

嫁

の

姿

も

交

る

年

の

末

よ
い
年
齢
に
な
っ
て
年
末
拝
ん
で
る

年
末
会
お
が
し
〈
選
る
金
そ
持
も

砕
察
が
い
そ
が
し
い
に
こ
い
ふ
年
末

年
末
令
さ
は
ぎ
の
用
も
無
〈
遡
り

年
末
に
女
房
の
旦
へ
用
が
出
米

襲

人

互

義
人
小
出
這
り
口
の
暗
い
ニ
三

足

袋

令

脱
く
踊
に
小
屋
の
外
は
雲

御
趣
味
三
は
申
し
な
が
J
恐
れ
入
り

護
人
の
息
子
三
見
ね
ぬ
壁
っ
た
気

華
人
・
1
華
人
噌
』
、
.
の
潟
泉
に
っ
か
り

あ
ん
た
も
護
人
ゃ
な
い
か
・
こ
弱
い
扇

男

前

妙

に

襲

人

臭

い

剤

、

安

世
W
H

キ
レ
倣
に
笛
吹

U
牛
き
て
行
き

渓
花
坊

同開

翠

岡山

月

悠

々

路

郎

柳

骨
二
柳
子

一

聾

爽

豆

馬

行
双

柳
わ
た
る

蚊

十選
演
花
坊

同柳

骨

岡松

郎

同英

豆

同

選
別
に
鐙
人
跡
興
す
る
気
な
り

聾
人
の
…限
鉢
巻
は
外
づ
れ
そ
・
3

我
家
令
出
ゐ
ミ
製
人
ら
し
く
な
り

あ

ωグ
4
ヤ
も
う
華
人
の
指
じ
な
し

八
木
節
に
華
人
ら
し
く
肘
鴨
川
い
腫

膝.、
、膝
J
き
あ
っ
て
る
は
や
し
部
屋

華
人
以
見
送
h

り
も
な
く
向
車
で
立
ち

只
好
ぎ
で
め
っ
た
が
濯
に
甑
こ
な
り

互司

散

髪

合
ひ
の
手
が
鍬
そ
鳴
ら
す
散

髪

畏

お
の
れ
よ
め
母
が
事
ぷ
髪
を
刈
り

散
髪
-L
来

τ入
管

ω
日
そ
ぎ
か
れ

散
髪
は
メ
ン
タ
ル
テ
ス
ト
め
前
の
晩

草

令

刈

る

様
-L
頭
髪
へ
っ
て
ゆ
き

散
髪
に
行
会
風
呂
へ
行
・
合
ひ
に
行
・

風
目
、
こ
い
ひ
散
髪
さ
い
ひ
淫
ひ
に

J

下
川
判
は
大
分
飲
ん
だ
息
を
か
ぎ

散
髪
々
し
以
は
れ
ミ
問
主
人
叱
ら
れ
る

散
髪
一
昨
断
髪
-ユ
い
ふ
娘
へ
念
そ
押
し

丸
刈
h

り
に
な
っ
て
祈
祷
突
は
れ
る

悟

郎

居

小

集

十

二

月

十

日

夜

貰

本

家

わ
た
る

依

山

々

同路

郎
か
は
る

一

盤

双

柳

放

鳥選
放双松悠路同わ千同馬蹄

ー た代

馬柳郎々郎 ゐ二 行翠

資
本
家
仁
う
つ
や
く
暇
は
な
か
け
り

住

友

に

す

れ

ば

-

鴎

程

の

金

太
い
太
い
花
緒
な
つ
け
て
ゐ
る
金
主

資
本
家
・
三
資
本
家
臨

ω事
で
逢
ひ

資
本
家
ヘ
淋
し
い
笑
ひ
投
け
る
也

何
ぞ
ぬ
か
す
さ
資
本
家

ω遡
り
椅
子

決
議
役
見
て
賀
本
家
は
旗
へ
立
も

寺

忘
れ
て
あ
様
に
も
兇
へ
る
寺
の
柿

味
噌
什
の
湯
気
に
お
寺
山
葺
・ユ
な
り

や
h

あ
J
寺
の
時
計
に
白
いか
3
y
き

圏
多
へ
き
て
/
¥
寺
の
多
い
事

採

連

れ

て

お

寺

山
底

ω廊
い
事

あ
の
寺

ωあ
つ
ら
の
辻
分
数
ね
ら
れ

寺
出
て
も
ま
だ
御
隠
居
は
拝
ん
で
る

町
内
は
寺

ω門
か

ら

あ

け

初

め

彩

霞

居

偶

舎

丹
前
'
宅
着
て
敵
娼
山
り
紐
令
借
り

ヤボ一子
問
丹
前
h
q
著
て
ま
に
ふ
る
ひ

女

F岳
民
自
に
か
け
て
何
豚
々
食
ひ

一
年
に
一
度
臨
三
省
令
駕
に
の
せ

吉
非
が
兆
ふ
て
る
肩
で
暢
〈
ま
ひ

支
那
人
も
交
っ
て
十
日
戎
作悼の

九

百同松岡万

.ftri 石

春馬

笠行

惜春百同十同同刀

胎郎箆石

一二

J
一三

位

影同時
衣
郎

彩

霞
同

~'I'I 



-

e

@

曹

に
，

‘，
A

偲

A
・
ah

・
0
・
'a

-v
明
り
ま
し
て
匁
宇
A
度
う
仔
じ
念
す
。
本
年
も
剖
H
E
ら
4
y

智
都
新
刊
さ
い
去
す
や
・3
お
榔
ひ
い
た
し
$
+
E
b

は
ん
し

4
.，
av勺
t
L

ね

'A
e

し
ん
届
ん

u
・

6
hv
e
4

・v本
誌
も
創
立
第
二
年
目
の
新
春
ケ
迎
へ
ま
し
た
の
で
愛
読

L
や

ι
ょ
，、・
A

-M
g
v

u
・
u'

A

M

4

R

者
諸
君
山
好
意
に
充
分
酬
ド
る
だ
り
の
も
の
や
出
し
た
い
さ

s
s
'じ
ん

き

宮
-aM・

MU・3
・

ζ

同
人
一
間
太
い
じ
協
請
を
混
一'
り
し
て
ゐ
ま
し
た
さ
ニ
ろ
九
日

L
・
か
ん

書
・

べ
告
宅
事

U
・

ぎ

ヲ

し

也

吉

也

事

に

か
ら
れ
斡
が
再
び
病
串
ゅ
の
人
三
な
ら
れ
ま
し
に
の
で
・
雑
誌
の
霊
行
が
多

雀
宅
勿
〈

t
・，

s

z

v

s

%

、
-3り
う
《
之
官

少
遅
れ
る
こ
三
じ
な

け
、
↑
七
日
に
橡
定
さ
れ
て
ゐ
に
創
立
何
曾
ま
で
が

L
S

ね
ん

s

'

b

壮
三
日
に
延
制
さ
れ
ら
乃
止
む
セ
得
ぬ
・
マ

d

に
な
り
ま
し
た
っ

記後揖錨~} 象場日

量題所時 JZ
立枇

-
H
H
サ
三
日
午
後
六
時

大
阪
市
電
清
水
町
停
留
出場
西
入
舗
の
坊

「
尖
担
問
」
五
句
麻
生
路
郎
選

金

三

十

銭

周

年

記

念

句

舎

害
，
aい

A
R
，
&

n
・3

り
・3
』つ

も

ヨ

か

U
A
L
-
-
b

-
E
A
ι
A
r
‘

，れ
A
民

urnuv

wv
同
人
高
見
松
一
」
ハ
柳
峰
円
)
・
比
は
去
ゐ
十
日
厳
島
市
電
信
第
二
聯
隊
第
干
ハ

判
即
断
統
一-一蹴

-LM叡
3
れ
ま
し
た

3

B

A

-

-

v

a-
Aで
ん

'

'HV

A
n
'

q

s

a
苔
L

，

ヤ
師
定
し
州
ら
し
た
五
町
向
二
千
吹
山
賞
惇
ピ
ラ
に
記
載
の
振
笹
が
犬
阪
三

a
sき
a
w
-
-
.

‘

・

・

6
・
a

τ

uv・‘
ν

一
五
四
・
ュ
あ
る
M
M

大
阪
一一一

一
五

一
四
仏
一
説
り
じ
っ
き
訂
正
し
ま
す
。

恥
，
包
ペ
ョ
・

に
め

ゆ¥ヲ

』
A

ν

s

-

-

A

n
v

lu

b，

τ
-3
0
H
Y
ζ
d
y
-
-
-
-
-
-
-
-
E

W
穆
て
病
気
め
晶
円
い
同
人
bq
退
ぎ
ま
し
た
前
第
三
支
郎
長
等
骨
酒
井
H
お

電

電

い

ぜ

ん

σ‘君
、

L
ょ
、
ゐ

4

民
が
一
月
十
三
日
午
後
十
二
時
じ
亡
-t
な
り
ま
し
た
の
で
生
前
辱
制
捜耐
震

へ
お
鍋
ら
せ
い
た
し
ま
す
り

ー

i
1

思

ハ
一
五
頁
の
岬
含
)

L-'

・

t
F
R
'
'
h
e‘
崎

明

hv
‘

‘

.

そ

し

吻

い口

併
し
こ
の
い何
含
ガ
の
削
盆
じ
俳
句
め
持
ハノ

τゐ
る
単品
質
モ

ωも
の
が

b
ut
V
A
r
.

‘

定

値

竃

U
v

，

協
か
に
あ
ゐ
三
一五
ふ
二
三
だ
り
は
明
言
出
来
る
。
元
よ
り
川
柳
-い
も
俳
句

に

m
gつ
a
'
m宮
、

《

に
・
も
そ
の
他
rh
共
通
な
境
地
は
き
の
も
の
に
も
あ
る
。
ニ
の
仰
は
そ
の
一

郎
で
あ
る
か
も
配
れ
ぬ
。

電
ん
り
a
'
e
-匂

U1

・‘
九り
a，

は
・

4

ほ
U
《

S
?

川
柳
は
何
畠
念
で
行
っ
て
も
川
柳
セ
俳
刊
に
は
な
ら
ね
。
俳
句
も
叉
そ

雲
隠

そ

二

--K

〈

ゼ
J3

4

な

ur--4

の
通
り
?
あ
る
が
、
其
a
r
h
叉
ニ
ん
な
ぬ
も
生
じ
る
。
こ
の
匂
の
内
容
以

U
AY

U

S

A

-

-

'

s

a

a

E

ん
aT鉱
T

-

-

-

-

a

質
じ
白
分
の
好
き
な
も
の
で
あ
る
。
雄
々
脱
い
だ
川
柳
以
・
此
慮
、
も
来

て
併
し
い
。
二
の
制
刊
の
お
蹴
鉱
山
山
の
『
郡
貯
に
へ
』
は
附
創
刊
で
は
な
い
が

少
ん
ら
4
U
た
uv

bBニ
，

S

4

.

‘
，

じ

ゃ

〈

三

へ
い
に
a内

定
除
時
刊
の
軒
品
質
の
伺
な
す
に
仏
布
り
さ
?
な
丈
字
で
ゐ
ゐ
。
俗
語
や
読

も

さ

峰

崎r
，、

i
y
，

〈

m
Jvt

元
よ
り
俳
句
で
あ
っ
た
。
併
し
こ
の
伺
は
俳
句
で
は
な
い
。

き

-w
L孟

4

C

ふ

-zuF

き
す
れ
ば
-
ご
う
な
る
か
。
こ
れ
が
忌
初
二
の
句
&
凝
っ
さ
見
工
考
へ
に

v

‘An
v
 

三
云
ふ
問
題
で
あ
る
。

隠
ド

f

ぜ
ん
畠守鉱管

、“，

c

-

-

z

曹

-
u

さ
・

俳
句
三
川
柳
ご
め
建
ひ
.
似
寄
っ
た
さ
こ
ろ
・
隣
合
ぜ
の
き
こ
ろ
.
時

a
υ
g危砂

防

愉

い

・

・

に
お
互
に
畑
令
這
入
h

り
合
っ
て
ゐ
る
ミ
こ
ろ
・
そ
れ
が
い
が
み
合
ひ
す
る

思
也
，
一
一
-

-

a

M

W

3

a

F

玄・2e
'

b

τ

。。』・3

き
こ
乃
仰
よ
く
し
て
行
り
る
さ
ニ
ろ
大
阪
か
ら
東
原
へ
行
〈
繊
遁
の
レ
!

am

k

v

-

e
‘

ぉ
包

-a
・‘
，
i
・

ぎ

ζ

MV

ル
は
二
筋
づ
』
並
ん
で
同
じ
所
hg
目
的
三
L
て
そ
し
て
何
億
念
で
行
っ

τ

時-
‘

ペ
ヲ

S
も

」宮

‘

，

=

・

，

，

・

0
っ
き

a
町
並
ん
だ
別
な
誼
の
さ
こ
《
時

ι途
中
の
あ
る
三
こ
ろ
で
相
泊
じ
て
ゐ
ゐ

猷
貯
が
あ
ゐ
ま
こ
ろ
・
こ
れ
は
配
似
も
二
ω
M
P
都
へ
る
が
郡
部
も
対
い
じ

かんが

.

‘

，.

考
へ
て
見
て
貰
ひ
侭
い
。
内
大
蔵
十
三
年
十
二
時
月
十
五
日
〉



可F 可V 可V 可 ，、，可V

入 ベ き 投稿其 には用詑各れ締る封鯵〈書ニ名認句投
のて御 限 紙の地 た切 よ筒誌階 恒 ざとどめ稿
二返信間合 る型同 はこ曾 し はご に原書 は 0 明 、は事
ご 他 or)) !l~ .三 報。 磁 。朱稿『 J3; 記 住 別
。料は じ 罫 紙 。(ま 守 記』川る す所紙定

封 す つ 中jEX 清 さ す ミ 柳べ る 氏 に

可司F 司司F ‘' 、，、，、， .... .. .. 
女地各 延作 夜核爪 子般花

Z蛤要曾員匂 f 揖

慢長 第 守費遁 第
:募ー ー

一 善第
巷

5報 取
第

) 事市正IJ 車司
一 一

法闘将11篠 吾月二
集行 限 生弁 F.'J H・・主4 各 二

一 競

要編靭局i品面呈 集

事亀 IH! 十五
時木川 b戸rt~二E 十- 謀

穣の 薄松 言句 柳熔 前I1I'十旬九日 目間
乃作 H 

路胸 以 !.'.，;"
共ゆ!窓 以訪 共馬雨与切

選 iig 選選選 T1 選法;盟

御 何ハ邸 l二貨 V 慣定
底.捌賀 大大遁月平線前で御

正正 知霊草分可F金め 主主 十六一
印 編十高願主 ν 登切り金二

円五京、J 尖 発 範囲 ぴリ l・ のま It 琢郁鼠
金 条年年まさ liて印す鋸
海際 軍世行を一ーす御まわ可F智
ぱ〉 行 刷 月月 V 抱寝す晶 表 口 会 宣 参

東 印十十川示が時座図
石明 刷五 柳雑 鳳のり御 It; 受~ I ~捻
燦査 所 兵所 大 人 兵 日 目 ひ舟不直領11阪 詮闘

弁 皇軍阪 庫 俊I'p 誌ま l・在ち三国銭

際 市 膝行刷 にす言中 lこ途←〈共綱〉
ヘ ハ 公| 武 東武 闘 V 料で御日
松京 S吉区庫 す 幡 主主 lこー
任 郵'1 JII都 磯良蹴都 る 民高品 金 よ四料告贋
、J '-" 鳴 人鳴 御周 344'rげたつ番

柳尾 町 尾 1'1 る断てへ 五牟悶遜4-5・特
お貌等 |須宅 替 字 丁字♀第 名主 lこま承扮一 一

71' 目 守 一 箇等 願す知願 込
尾 央雑ノ 七 ノ刃→ 人のりひ V み行間頁

ハハ 堕 後兄香 幸後一巻 宛 筒 ま ま御ひ lこ
同制 三誌岡 地 図早 i二 は す て霊まな|闘参五
館 戸 四 回 (..li... する
v '-' 玄 番弟 二 香吾u 第 な 新 御 但.に V の

石米 回目q~ 地 地雪n量一 事い併館文注 ι本主主一が i 拾拾拾

番 品士 郎 拝己蛾 乙 l11こ邸金集り 封喬織
縁関 て健金紙|国田園田

一--'-一 一一ーー--ー一一一一ーーー一一一--~ 一一ー一一一一一一一一一一一一一一ーーー-



ロロロ ロ aロ ロ回目回目 白

:正::賀j
ロロ回 目。ロ ロ亘・回画。

新
印其 聞
刷他 雑
百美 誌
般術 印

属。
藤 並

一

大本 園

書電阪
話東 出
東区兄 版
七農 業
人弟

守橋
七一
七一

o丁枇
番目

11 ~ 

一.-.-.ー-



制

吻

糊

明

大

大

阪

漢
骨
化
坊
編
曲
骨

元
旦
に
出
っ
。
内
容
は
岡
田
博
士
の
柳
書
の
蒐

集
に
就
1
0
夜
間
百
樹
氏

ω古
車
刷
物
語
。
七
恰

齢
家
の
川
柳
園
の
佳
吟
。
五
小
集
合
報
。
演
花

坊
の
柳
壇
新
春
語
。
表
紙
繍
は
竹
久
夢
二
氏
。

扉
綿
は
字
崎
純
一
氏
か
特
に
大
大
阪
の
偏
に
彩

貯
水
を
鋸
は
る
。
其
他
諸
家

ω公
川稿
さ
随
市
揃
載

普
通
倍
大
獄
。
是
非
斯
遁
研
究
の
方
々
仁
一
讃

や銀十一

U
o

二
郎
郵
積
共
金
拾
五
倍

賀

大
阪
爾
北
区
老
松
町
三
丁
目

豆

大

大

阪

川

柳

融

電

跨

先

=

四

五

K

・

廼
轡
央
飯
田
三
回

O
九
蝿
曹

-Z一種
庫
慣
物
冨
可

毎
月
一
圃
-
回
目
現
時

…
同
一寵代

一
郎
金
捨
五
舗

に

竿
ク
年
A
F
金
九
拾
且閉

四



一
葉
書
や
封
筒
の
宛
名
を
書
ま
す
。

一
ー
書
類
の
書
官
何
を
い
た
し
ま
す
。

一
寝
版
の
印
謄
刷
を
い
た
し
ま
す
。

一
臨
時
筆
中

4

の
汲
遣
に
慮
じ
ま
す
。

其

他

百

般

寝

字

筆

耕

右
精
々
勉
強
い
に
し
去
す
。
御
利
用
下
さ
い
c
御
報
参
上
火
は
直

に
御
返
事
致
ま
す
。

関

西日
垣2
i商枇

三行

謹

新

年

賀谷

川

印

刷

所

所

主

谷

川

太

郎

吉

大
阪
市
西
匝
江
戸
堀
下
謹
二
丁
目
一
七

電
話
+
荏
掘
六
一
ニ
O
一番

諸

版

の

印

刷



回
五

大

阪

市

• 
置

僻

差

町

ーー
ーー
ー

• .館
竃市

= 青

0・
四町

3"五.。

，賀

~ .iE 

τ駒

'# 

a襲

}の

作

a 

，井

花

童

子

賀

E 

安

贋 持
島

電 量臨 八
庸 穐

三町 翠
ì~ • 

= 1Il' 

• • 坊

上忌 賀

候服
中 E 

ー

一
イサ
年 原

始 事E

御
阪

市

遠
-北
a 1[ 

史• 慮 業同

三心

申 セ 町

五丁

ー圃 鳳



賀官 官賀 l

iE 大正 正 :iF 正
正

十四

大年大 南
阪 百 阪

熊界元久 E 吉 矢 池 i毎
平 s. 嵐

野 s北ョ， 電

雅本震 世害毒 III 田 淳 車
ケ 町市 J 仁

続 1議寄 喜富 市右 原
五地 仲

庚四 E 一 唖町大 長治
九

ノ

賀 郡 路 八人 八臣 邑郎

賀 賀賀賀賀

到E 辿〈

橋事書 岩 西 徳 謡告

ιi値本 Z一崎 喜回 村 E回 大島皇
八血一- 1)  1 11(入 聞5立質 事品販

ヨE柳 大柳 幡山 E双 塁乾
ニ 公主 屋町 了目 江町

1子 宮路 買月 三柳 兵坤|

園田 ー 町

回
大



四
七

賀

正

竹
大

富阪 田
医
八
傍
逗

手芦
目

南露穂

賀

正

麻

生

路

郎

賀

正

高

大橋阪

市含古
本

Z城
iI 
ーー
き山

賀

Eニ

関

島山大阪本
方市

問

E E雅
了
目
十

長幽

賀 賀 賀

:iE 正 正

『古司 太 西

大橋

和岸 回
査指

市阪
市

i宮bか
外

国

3松書爾供唾 ほ
市

下--
!日F 司F明民

玄町 圃I
九二 四 一
基守る 五聾 さ雨

賀 賀 賀

E 正 守正

大森 松 黒
阪市 大

限界本会田 兵木
茶下

平 庫
の

書轟

屋事輝 郷?助
甲爽

ノ 技• 町 警

一一一 五

Z豆き翠 1画F ノ-L、~ 



春新賀謹

卓堂 藤 主 底

、、r、~、~、， ・、、，、r 、r、J、ー'… 一 、~、~、，降、J 、~、d 、，、J、J……  … 

ー]
迅 御"

軍品陣、
速 通 四五長日 1

御 ヲた 高

電大立
取 第

ヲ! 早
債

話 阪

致 速

市枇
し 参 申

南南
ま

五 区日

上
.. 

す 確

し

。 受

六議書
賓 け

南

ま 11史
す

ーー 三回金目

番更庖
。



川

柳

雑

誌

枇

同

人

;:r. 間iE 太同

僚

か

ハ
人
鵬
首
中
〉

高

見

武'士，
;;Jτ 矢松職

・'.
'ム'
‘' 

日罰

i
 

F
H
 

自
本m ITl m川情

m 本!I::. 内本

主;{i 

幹
p
 

d
n
Mノ

E

Z

園、.~p 
双

ほ
*~II 索2夜

大
1
 
・4

，，z
c
t
b
 

箆L
ト

k
，哩E
E1
 

路子p
 

d
H
M7
 

E''
ー

日f骨霞調r
t
 

i
 

ム，、乃世I'!陶

廠

る

原丙組太日竹11" 黒柳駒f'i: ~ 生

(
い
あ
は
願
}

路

月t

煩
井

花

日1

徹

情

古

同川内木)11 ヲ下

美

々

木
同

郎松
コケー
恩I，g; 城

窟多爽百十|
。)rょがI(

風雨子良日(11 1悲間豆馬作問~ 

第第第Z5 ヨ1第第第ォ5第第

四五ノ、ーじ八九

支支支支支支支支支支

第

十

一
一
支

部

一

支

部

第

十

三

支

部

第

十

四

支

部

大
阪
市
西
広
八
僚
涌
南
小
路

幹

事

緑

川

本

二

柳

大
阪
市
北
区
南
問
必
町
二
丁
目
洲
百

C

幹

事

際

犯

岸

和

岡

市

下

野

町

四

一

九

品

幹

事

太

田

一

務

大
阪
市
西
底
鎗
町
凶
丁
目
十
三
披
地
嵐
山
方

幹

事

関

本

将

幽

大
阪
市
東
原
餌
差
町
一
二
二
祷
地

幹

事

駒

井

美

の

兵

庫

骸

武

庫

郡

六

叩

普

禦

園

幹

事

佐

b

木

駅

大

阪

市

外

商

演

一

八

ニ

幹

事

西

崎

松

"

戸

市

旭

遜

二

丁

目

へ

三

幹

事

昨

内

一

山

口

殿

山

口

町

石

原

小

路

幹

事

柳

川

洲

榊
戸
市
中
山
手
遁
二
丁
目
九
丘

幹

事

武

田

彩

東
京
芝
阪
愛
宕
町
-
ノ
一
大
大
成
社
内

幹

事

告

崎

柳

圃

館

市

青

柳

町

五

O

幹

事

総

井

花

章

大
阪
市
外
平
野
郷
梅
ケ
枝
川
町
五

γ
目

幹

事

松

本

助

朝
鮮
仁
川
仲
町
二
丁
目
八

幹

事

矢

田

部部時11部部割l間i部1
 

1
 

1
1
 

部

，{:i 

大.

子Jf{ ↑r
 

i
 

R明同3砂11馬霞E待子-'. 
y、



一且Aノ、苦業園

企

阪

念

夙

川

、

阪

紳

香

櫨

固

か

ら

自

動

車

の

使

が

あ

り

ま

す

(

十

分

間

)

大長松菊

観春弓子
二E可t水

六
甲
ホ
テ

大
量
十
=
一"=百九一
一一
日
第
一
一
一
同
郵
便
物
隠
可
{
畢

R
-
固
十
五
日
慣
行
】

大
臣
十
川
与

-
Z
十

日
"

副

大
臣
十
四
年

-
n十
五
日

-n

は分気泉温の春新

甲

企

西

宮

北

方

第

二

審

棲棲館棲
第

一

明
yレ

六

甲

苦

楽

園

事

務

所

電

話

西

宵

C

番

定

債

金

三

拾

銭
すまりあが備絞の揚舎宴大(まに檎蹄大


